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核融合科学研究会の平成29年度総会が、平成29年6月26
日（月）、岐阜県土岐市の核融合科学研究所管理棟4階第一
会議室において、澤岡 昭 会長（大同大学名誉学長）をは
じめとして、会員会社、関係者をお招きし、出席者25名お
よび表決委任者19名（総会成立要件満足）で開催されまし
た。
本研究会会長を務められておられる澤岡 昭 氏からご挨

拶をいただいた後、本総会の議長選任が行われ、満場一致
で澤岡 会長に決定されました。
はじめに柳 長門 運営委員会委員長（核融合科学研究所

教授・研究統括主幹）より、第1号議案である平成28年度
事業報告及び決算報告について、資料に基づき内容の詳細
な説明がありました。平成28年度の主な事業としては、核
融合科学研究会主催の講演会の開催（平成28年6月9日に特
別講演会を、平成29年3月6日に第28回講演会を開催）、第
26回見学会の実施（平成28年9月1日～2日、中国電力 島根
原子力発電所）、また国内外研究交流の推進として、第26
回国際原子力機関（IAEA）核融合エネルギー会議（平成
28年10月17日（月）～10月22日（土）、国立京都国際会館（京
都市）にて開催）の開催援助を行いました。1,000人を超
える研究者・技術者が40の国と地域及び2国際機関から参
加し、発表論文は700件を超え、参加者数とともにこれま
でで最大となりました。広報活動としては、核融合科学研
究会ニュース『融會』（No.58,59,60）の発行、平成28年度
事業報告書の発行、核融合科学研究所オープンキャンパス
（平成28年10月8日開催）への支援、IAEA核融合エネルギー
会議開催記念学術講演会の開催（平成28年10月15日、京都
大学吉田キャンパス 百周年時計台記念館百周年記念ホー
ルにて開催）の支援、また総合研究大学院大学（総研大）
核融合科学専攻が開催した「夏の体験入学」（平成28年8月
22日～26日）への助成を行いました。また、若手研究者の
育成として、総研大核融合科学専攻の学生に対する奨学金
の支給、特別共同利用研究員に対する研究連絡打合せ旅費
の援助を行ったこと等が報告されました。会務の報告とし
ては、総会の開催（平成28年6月9日（木）開催）、4回の運
営委員会（第130,131,132,133回）が開催されたことが報告
されました。最後に、平成28年度決算報告、財産目録の説
明がなされました。引き続き、監事を務める伊藤 俊之 氏
（株式会社北野製作所代表取締役）より会計監査結果の報
告がなされ、第1号議案は承認されました。
続いて、柳 運営委員会委員長より第2号議案の説明があ

りました。第2号議案では、平成29年度事業計画及び収支
予算について提案がなされました。核融合科学に関する技
術動向の調査や産業界との情報交換、産学連携等を進める
ため、講演会や見学会を企画、実施すること、若手研究者
の育成を推進するため総研大核融合科学専攻の学生や特別
共同利用研究員を支援していくこと、核融合科学研究所が

運営を務める第26回国際土岐コンファレンス会議（平成29
年12月5日～8日セラトピア土岐にて開催予定）をはじめと
する核融合関連の国際シンポジウム等の開催を支援する
こと、広報活動の一環として核融合科学研究所のオープン
キャンパスの支援や、本研究会の活動報告として定期的に
刊行物を発行していくこと等について、平成29年度予算案
とともに提案され、本議案は承認されました。
第3号議案では、柳 運営委員会委員長より、平成29年度
の理事、監事、運営委員についての提案がなされました。
その結果、理事として、竹入 康彦 氏（核融合科学研究所
所長）、柳 長門 氏、下妻 隆 氏の3名が就任すること、ま
た監事として伊藤 俊之 氏が留任すること、運営委員とし
て会員企業より4名の方々、核融合科学研究所から11名が
就任することが承認されました。
以上の会務終了後、核融合科学研究所の竹入 康彦 所長
より、核融合科学研究所の近況について報告がなされまし
た。本年より重水素実験が開始されたことをはじめとして、
各研究プロジェクトの現状と最新の成果、今後の展望につ
いて報告がなされました。大型ヘリカル装置（LHD）実
験においてこれまで得られている成果等について報告がな
されました。平成29年3月7日に重水素プラズマを初点火し
たこと、すでに１億度を超えるイオン温度を達成したこと
など最新の成果が報告されました。また数値実験炉研究プ
ロジェクトおよび核融合炉工学プロジェクトの最新の成果
についても説明がなされました。会員の関心は高く、熱心
に説明に聞き入っていました。
続いて特別講演会が開催されました。講師には、国立研
究開発法人量子科学技術研究開発機構の那珂核融合研究
所ITERプロジェクト部 井上 多加志 次長をお迎えし、「国
際熱核融合実験炉（ITER）計画－建設と機器製作の進展、
運転に向けた段階的アプローチ－」と題して、ITER計画
の進展、特に日本が納入するトロイダルコイル、中性粒子
ビーム入射装置用電源、ジャイロトロンを中心に、参加7
極の機器製作とサイトにおける建屋建設の進捗状況、新た
に決定したITERの運転に至る段階的アプローチについて
大変興味深いご講演をしていただきました。ご講演の詳し
い内容については、別掲記事をご参照ください。
特別講演会終了後、総会出席者のほかに核融合科学研究
所の職員、総研大学生その他関係者等も集い、懇親会が開
催されました。会員と研究所員との相互の交流が図られ、
盛会のうちに終了しました。

（文責：下妻　隆
核融合科学研究所ヘリカル研究部
プラズマ加熱物理研究系　教授）

核融合科学研究会　平成29年度総会開催される
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ご講演概要
トカマク型核融合実験炉を国際協力で建設するITER計
画が、南フランスのサンポール・レ・デュランスにおいて、
急ピッチで進められている。2016年11月、日欧米露中韓印
の参加7極の政府高官から成るITER理事会は、運転開始と
なるファーストプラズマを2025年12月に、その後段階的に
運転範囲を拡張して本格的な核融合運転を2035年に開始す
るという計画を決定した。現在、これに向けて各機器の製
作が進んでいる。日本は、ITERに物納するためのトロイ
ダル磁場（TF）コイル、中性粒子入射（NB）加熱用電源、

電子サイクロトロン加熱用高周波発信器ジャイロトロンな
どを担当しており、いずれも、順調に進捗している。他にも、
参加7極における機器製作とサイトにおける建屋建設の進
捗状況が紹介された。また、新たに決定したITERの運転
に至る段階的アプローチについても説明された。現状、残
念ながらITERの職員に占める日本人の割合が少なく、積
極的な参加を期待している。若手研究者のITERへの応募
にあたり、履歴書の書き方を指南したり、面接の手引きを
公開したりもしている。

核融合科学研究会　平成29年度特別講演会
2017年（平成29年）6月26日（月）

国際熱核融合実験炉（ITER）計画 
－ 建設と機器製作の進展、運転に向けた段階的アプローチ －
講師　国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 那珂核融合研究所

ITERプロジェクト部 次長 井上 多加志 先生
講師のご紹介
井上 多加志 先生は、1986年に日本原子力研究所 那珂研究所に入所され、核融合プラズマの加熱装置の一つ、中性粒子

入射加熱装置（NBI）のための負イオン源の開発に従事されました。1986年に1アンペア、1990年に10アンペアの大電流
負イオンビーム生成を世界に先駆けて達成されました。その後、1996年から2001年まで、ITER中央共同チームに参加され、
ITER用NBIの設計に従事されました。2001年に日本原子力研究所に戻られてからは、ITERのNBI用加速器開発に着手さ
れ、不可能と言われた100万ボルト（1 MV）の真空中での安定絶縁に成功するという、特筆すべき成果を上げられました。
さらに、2011年、短パルスながらITERが要求する1 MeV級大電流密度水素負イオンビーム加速を世界で初めて成功され
ました。その後、2015年7月より現職を務められており、ITERの運転に向けた研究開発に加え、若手研究者の育成、日本
人研究者のITERへの研究参画支援など、幅広くご活躍をされております。

井上 多加志 先生の特別講演の様子
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核融合科学研究会ニュース
第61号（2017年11月）

融　　　會 〒509-5292 岐阜県土岐市下石町322-6　TEL 0572－58－0622／FAX 0572－58－0626
 E-mail：yu-kwai@tcp-ip.or.jp　URL：http://yu-kwai.jp
 （融會バックナンバーも掲載しております。是非ともご高覧下さい。）

編集・発行

特定非営利活動法人核融合科学研究会

平素より、核融合科学研究会の活動に格別のご高配を賜りまして、誠にあ
りがとうございます。平成29年度の会費納入につきましても、お取り計らい
下さいまして、深く感謝申し上げます。
平成29年度より、核融合科学研究所の運営委員の半数が入れ替わり、新規

に5名の委員が就任しました。新しい運営体制のもと、平成29年度総会でご
承認いただきました事業内容を、より中身の濃い充実したものとして実行し
て参ります。
今後とも、当研究会ならびに核融合科学研究所へのますますのご理解とご

支援を、よろしくお願い申し上げます。

＊＊核融合科学研究会のWebページを移転いたしました＊＊

核融合科学研究会のWebページを、平成29年9月より http://yu-
kwai.jp に移転するとともに、掲載内容の更新を行いました。今後
も当研究会関係の情報を逐次更新し、速報性の高い情報発信と内容
の充実につとめてまいる所存です。

編集後記

事務局だより
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